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目的 

振動情報から内部構造を知る 
太陽から太陽型矮星（α  Cen A,B, 70 Oph) 
準巨星、巨星へ 

励起機構の究明
乱流運動による励起は巨星でも有効か



dwarfs 

subgiants 

giants 

晩期型星の振動観測の現状 

G型巨星（中質量星）の観測提案



振動の特徴 



αCen A  at VLT and AAT 
(Butler et al. 2004) 



観測天体（G型巨星）  



系外惑星を持つ天体 

振動との関連を調べる



ζ  Hya 

2006.01.20-27 



ζ  Hya 

2008.12.06-14



η  Her 

2007.05.23-31



ε  Tau 

2007.12.06-14



11 Com-a 

2008.04.10-15



11 Com-b 

2009.04.14-20



と

ζ Hya -a

30.8 uHz 2.22 uHz



ζ Hya -b

34.4 uHz 2.66 uHz



η Her

82.8 uHz 5.92 uHz



ε Tau

61.9 uHz 4.10 uHz



11 Com-a

32.0 uHz 3.62 uHz



11 Com-b

25.9 uHz 3.62 uHz



観測のまとめ



太陽型振動星のまとめ 



スケール則



νmax  に対するスケール則



△ν に対するスケール則



Damping time





1 2つの振動特性（ν max,  △ν)はスケーリング則に従う 

2減衰係数と周期の関係は太陽型振動矮星の延長上にある 

3 G型巨星の振動は 太陽型振動 
（ただし、常時励起されるモード数は矮星の場合ほど 
多くはない） 

4 振動と惑星保有との関連は見られない 

振動数のモデル計算と観測を比較する準備ができた 

結論 


